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【資料―１：調査団員・氏名】 

（１） 現地調査（平成 18年 9月 3日～平成 18年 10月 12日） 

担当分野 氏名 所属先 
総括 守屋 勉 独立行政法人国際協力機構 モンゴル事務所長

計画管理 井上 陽一 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部 
業務第三グループ 水資源・環境チーム 

業務主任 /廃棄物処
理計画 /環境社会配
慮 

河野 一郎 国際航業㈱ 

廃棄物収集運搬計画
/機材計画/維持管理
計画 

志村 享 国際航業㈱ 

施設計画/設計 佐藤 尚文 国際航業㈱ 
施工計画/調達計画/
積算 藤田 洋 国際航業㈱ 

通訳 半田 敏幸 ㈱テクノスタッフ 

 

（２） 基本設計概要書説明（平成 19年 1月 13日～平成 19年 1月 27日） 

担当分野 氏名 所属先 

総括 守屋 勉 独立行政法人国際協力機構 モンゴル事務所長

計画管理 井上 陽一 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部 
業務第三グループ 水資源・環境チーム 

業務主任 /廃棄物処
理計画 /環境社会配
慮 

河野 一郎 国際航業㈱ 

施設計画/設計 佐藤 尚文 国際航業㈱ 

施工計画/調達計画/
積算 藤田 洋 国際航業㈱ 

通訳 半田 敏幸 ㈱テクノスタッフ 

 

（３） 基本設計成果概要書説明（平成 19年 3月 13日～平成 19年 3月 24日） 

担当分野 氏名 所属先 

総括 守屋 勉 独立行政法人国際協力機構 モンゴル事務所長

業務主任 /廃棄物処
理計画 /環境社会配
慮 

河野 一郎 国際航業㈱ 

施工計画/調達計画/
積算 藤田 洋 国際航業㈱ 

通訳 半田 敏幸 ㈱テクノスタッフ 
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【資料―２：調査日程】 

（１） 現地調査（平成 18年 9月 3日～平成 18年 10月 12日） 

総括（JICA） 計画管理(JICA) 業務主任/廃棄物処理
計画/環境社会配慮

廃棄物収集運搬計画/
機材計画/
維持管理計画

施設計画設計 施工計画/調達計画/
積算

通訳

守屋勉 井上陽一 河野一郎 志村亨 佐藤尚文 藤田洋 半田　敏幸

1 9月3日 日

2 9月4日 月

3 9月5日 火

4 9月6日 水

5 9月7日 木

6 9月8日 金

7 9月9日 土

8 9月10日 日

9 9月11日 月

10 9月12日 火

11 9月13日 水

12 9月14日 木

13 9月15日 金

14 9月16日 土

15 9月17日 日

16 9月18日 月

17 9月19日 火

18 9月20日 水

19 9月21日 木

20 9月22日 金

21 9月23日 土

22 9月24日 日

23 9月25日 月

24 9月26日 火

25 9月27日 水

26 9月28日 木

27 9月29日 金

28 9月30日 土

29 10月1日 日

30 10月2日 月

31 10月3日 火

32 10月4日 水

33 10月5日 木

34 10月6日 金

35 10月7日 土

36 10月8日 日

37 10月9日 月

38 10月10日 火

39 10月11日 水

40 10月12日 木

日順 月日 曜日

現地踏査(ナラギンエンゲル新処分場予定地、ウランチュルート既設処分場、機材ワークショップ)

成田→北京、北京19:30(OM224)→ウランバートル22:45

ＪＩＣＡモンゴル事務所打合せ、日本国大使館表敬、ウランバートル市　表敬／インセプションレポート説明

ミニッツ協議

ミニッツ署名、ＪＩＣＡモンゴル事務所報告、日本国大使館報告

ｳﾗﾝﾊﾞ-ﾄﾙ7:25(OM223)→北京08:30、
北京14:50（JL782)→成田19:15

ミニッツ協議

現地調査(ウランバートル市内)

ウランバートル
07:45(OM501)→成田

12:30

ｳﾗﾝﾊﾞ-ﾄﾙ7:25(OM223)→
北京08:30、北京14:50
（JL782)→成田19:15

現地調査（ウランバートル市内)

資料収集、団内打合せ

現地調査（ウランバートル市内)

資料収集、団内打合せ

現地調査（ウランバートル市内)

ウランバートル市との協議

ＪＩＣＡモンゴル事務所報告、日本国大使館報告

資料整理、団内打合せ

現地調査(ウランバートル市内)

資料整理、団内打合せ

現地調査(ウランバートル市内)

移動(ウランバートル→成田)
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（２） 基本設計概要説明（平成 19年 1月 13日～平成 19年 1月 27日） 

総括（JICA） 計画管理(JICA)
業務主任/廃棄物
処理計画／
環境社会配慮

施設計画設計 施工計画／調達
計画／積算 通訳

守屋勉 井上陽一 河野一郎 佐藤尚文 藤田洋 半田敏幸

1 1月13日 土

2 1月14日 日

3 1月15日 月

4 1月16日 火

5 1月17日 水

6 1月18日 木

7 1月19日 金

8 1月20日 土

9 1月21日 日

10 1月22日 月

11 1月23日 火

12 1月24日 水

13 1月25日 木

14 1月26日 金

15 1月27日 土

日
順 月日 曜

日

JICAモンゴル事務所打合せ／日本国大使館表敬／自然環境省表敬／財務経済省表敬／
ウランバートル市表敬・基本設計概要書説明

基本設計概要書説明・協議

成田→北京

北京09:00(CA901)→ウランバートル11:15

基本設計概要書説明・協議、ミニッツ協議

ウランバートル
08:00(OM501)→
成田14:55

ミニッツ協議・署名、JICAモンゴル事務所報告、日本国大使館報告

ウランバートル
12:15(CA902)→
北京14:05､北京
→成田

現地調査

ウランバートル10:00(OM223)→北京12:00､
北京15:05(JL782)→成田19:20

成田17:55(JL959)→
ソウル20:40

ソウル13:55(OM302)
→ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ16:35
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（３） 基本設計成果概要説明（平成 19年 3月 13日～平成 19年 3月 24日） 

 

総括（JICA） 業務主任/廃棄物処理計画
／環境社会配慮

施工計画／調達計画
／積算 通訳

守屋勉 河野一郎 藤田洋 半田敏幸

1 3月13日 火

2 3月14日 水

3 3月15日 木

4 3月16日 金

5 3月17日 土

6 3月18日 日

7 3月19日 月

8 3月20日 火

9 3月21日 水

10 3月22日 木

11 3月23日 金

12 3月24日 土

日
順 月日 曜

日

自然環境省表敬／財務経済省表敬／
ウランバートル市　基本設計成果概要書説明

基本設計成果概要書説明・協議

成田→北京

北京09:00(CA901)→ウランバートル11:15、JICAモンゴル事務所打合せ、
ウランバートル市表敬・打合せ

基本設計概要書説明・協議、ミニッツ協議

ミニッツ署名、JICAモンゴル事務所報告、日本国大使館報告

現地調査、見積もり単価再調査、
ウェストファンドの進捗調査など

ウランバートル10:00(OM223)→北京12:00､
北京15:05(JL782)→成田19:20  
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【資料－３：面談者リスト】 

（１） 現地調査時 

＜モンゴル側＞ 

Municipality of Ulaanbaatar （ウランバートル市役所） 

Mr. Gombosuren Munkhbayar General Manager of Ulaanbaatar City and Chief of the Mayor’s office 

Mr. Bold Tsegmid  Director of City Maintenance and Public Utility Agency 

Mr. Badam Delgerbayar  Head of Waste Management Department, City Maintenance and 

Public Utility Agency 

Ministry of Nature and Environment （自然環境省） 

Mr. Enkhee Gavaa Director of International Cooperation Department 

Mr T. Batzorig Senior officer of International Cooperation Department 

Ms.Sarantuya  Officer of Environment Natural Resources Department  

Ministry of Finance （財務省） 

Mr. Togmid Dorjkhand   Deputy Director General of Department of Policy and Coordination 

for Loans and Aid 

Mr. Khuukhee Erdenebileg  Officer of Department of Policy and Coordination for Loans and Aid 

 

＜日本側＞ 

在モンゴル日本国大使館 

新見 友啓   二等書記官 

JICAモンゴル事務所 

佐々木 美穂   所員 
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（２） 基本設計概要説明時 

＜モンゴル側＞ 

Municipality of Ulaanbaatar （ウランバートル市役所） 

Mr. Gombosuren Munkhbayar General Manager of Ulaanbaatar City and Chief of the Mayor’s office 

Mr. Bold Tsegmid  Director of City Maintenance and Public Utility Agency 

Mr. Badam Delgerbayar  Head of Waste Management Department, City Maintenance and 

Public Utility Agency 

Ministry of Nature and Environment （自然環境省） 

Mr. Enkhee Gavaa Director of International Cooperation Department 

Mr T. Batzorig Senior officer of International Cooperation Department 

Ms.Sarantuya  Officer of Environment Natural Resources Department  

Ministry of Finance （財務省） 

Mr. Togmid Dorjkhand   Deputy Director General of Department of Policy and Coordination 

for Loans and Aid 

Mr. Khuukhee Erdenebileg  Officer of Department of Policy and Coordination for Loans and Aid 

 

＜日本側＞ 

在モンゴル日本国大使館 

新見 友啓   二等書記官 

JICAモンゴル事務所 

佐々木 美穂   所員 
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（３） 基本設計成果概要説明時 

＜モンゴル側＞ 

Municipality of Ulaanbaatar （ウランバートル市役所） 

Mr. Gombosuren Munkhbayar General Manager of Ulaanbaatar City and Chief of the Mayor’s office 

Mr. Bold Tsegmid  Director of City Maintenance and Public Utility Agency 

Mr. Badam Delgerbayar  Head of Waste Management Department, City Maintenance and 

Public Utility Agency 

Ministry of Nature and Environment （自然環境省） 

Mr. Enkhee Gavaa Director of International Cooperation Department 

Mr T. Batzorig Senior officer of International Cooperation Department 

Ms.Sarantuya  Officer of Environment Natural Resources Department  

Ministry of Finance （財務省） 

Mr. Togmid Dorjkhand   Deputy Director General of Department of Policy and Coordination 

for Loans and Aid 

Mr. Khuukhee Erdenebileg  Officer of Department of Policy and Coordination for Loans and Aid 

 

＜日本側＞ 

在モンゴル日本国大使館 

新見 友啓   二等書記官 

JICAモンゴル事務所 

佐々木 美穂   所員 
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【資料－４：討議議事録（M/D）、テクニカルノート】 

 

番号 資料名 日付け 

① Minutes of Discussion No 1 Sep 09, 2006 

② Minutes of Discussion No 2 Jan 18, 2007 

③ Minutes of Discussion No 3 Mar 23, 2007 

④ Technical Note No1 Sep 29, 2006 

⑤ Technical Note No2 Jan 25, 2007 
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【資料－５：事業事前計画表（基本設計時）】 

事業事前計画表（基本設計時） 
１．案件名 

モンゴル国ウランバートル市廃棄物管理改善計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

モンゴル国（以下、「モ」国）は東アジア北部の内陸国で、面積約 154 万 km2、人口約 259

万人（2006 年）、一人当たり GDP は 482.8 ドル（2006 年速報値）の国である。「モ」国最大の

都市である首都ウランバートル市（人口約 96.5 万人[2005 年]、面積 4704km2）は、近年、人口

の急増（1990 年から 1999 年の年平均人口増加率約 2.5％）や市場経済に伴う消費生活の進展に

伴い、排出されるごみ量が増加し、廃棄物管理に係わる問題が深刻化している。 

現在市の廃棄物管理に関しては、様々な問題を抱えながらも基本的にそのシステムは機能し

ているが、資機材の老朽化と絶対量の不足、及び収集・運搬・最終処分に至る一連の廃棄物処

理に係わる無計画･技術の不足が大きな問題となっている。最終処分場における処分も衛生埋め

立てではなく単純な投棄であって覆土も行われておらず、周辺には不法投棄廃棄物が散乱して

いて環境への甚大な影響及び周辺住民やウェストピッカーへの影響等が懸念されている。 

こうした状況から、２００１年には「モ」国政府から我が国に対してウランバートル市の廃

棄物管理システム計画を策定するための開発調査が要請され、２００４年度から２００６年度

の３年間で開発調査「ウランバートル市廃棄物管理計画調査」(以下、「開発調査」)が実施さ

れた。 

本プロジェクトは、開発調査の優先プロジェクトに係るＦＳ調査の提言を踏まえて実施され

るもので、①ナラギンエンゲル新処分場の建設(約 27.8ｈａ、埋立容量 272 万ｍ3、ウランバー

トル市街地の北西約 10ｋｍに位置)、②埋立用機材、③ごみ収集運搬用機材、④中央ワークシ

ョップ等における修理機材についての無償資金協力の要請があったものである。 

３．プロジェクト全体概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

ウランバートル市において、環境保全と調和する廃棄物管理システムが構築される。 

〔裨益対象：ウランバートル市中心 7区における全市民 約 86.7 万人（2005 年）〕 

 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ア． ウランバートル市アパート地区の 100%、ゲル地区の 80%にごみ収集サービスが提供される。 

イ． ウランバートル市の 90%のごみがナランギンエンゲル処分場で衛生的に処分される。 
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（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア． プロジェクト運営のための人員を配置する。 

イ． ごみ収集運搬用・衛生埋め立て用機材を調達する。 

ウ． ナランギンエンゲル新規処分場を建設する。 

エ． 調達した機材の運営維持管理活動ならびに衛生埋立に係る技術訓練を実施する。 

 

（４） 投入（インプット） 

ア． 日本側（＝本案件）：無償資金協力 10.05 億円 

イ． モンゴル国側 

(ｱ) 必要な人員 

(ｲ) 用地確保およびアクセス整備 

(ｳ) 中央ワークショップ改修工事 

(ｴ) 電気電話の引き込み 

(ｵ) 緩衝帯における植樹 

(ｶ) 施設の運営維持管理（環境モニタリングを含む） 

 

（５） 実施体制 

主管官庁： ウランバートル市 

実施機関： ウランバートル市 都市保全公共施設庁（CMPUA） 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

  モンゴル国ウランバートル市中心 7区 

 

（２） 概要 

ア． ウランバートル市ナランギンエンゲルにおける新規処分場の建設(最終埋立面積約 27.8ｈａ、

埋立容量 317.6 万ｍ3、埋立可能年数 11 年) 

イ． ごみ収集運搬用機材の調達（コンパクター、ダンプトラック等 44 台） 

ウ． 衛生埋立用機材の調達（ブルドーザー、エクスカベーター等 8台） 

エ． 中央ワークショップにおける整備機材の調達 

オ． CMPUA 職員を対象に調達した機材の運営維持管理ならびに衛生埋立に関する技術指導。 

 

（３） 相手国側負担事項 

ア． 用地確保及びアクセス整備 

イ． 中央ワークショップ改修工事 

ウ． 電気電話の引き込み 
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エ． 緩衝帯における植樹 

（４） 概算事業費 

  概算事業費 10.57 億円（無償資金協力 10.05 億円、モンゴル国側負担 0.52 億円） 

（５） 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 21 ヶ月（予定） 

（６） 貧困・ジェンダー、環境および社会面への配慮 

ナラギンエンゲル新処分場に隣接するウランチュルート既設処分場には約３００名のウェストピ

ッカーが存在しており、廃棄物からの有価物の回収により生計を立てている。ウランチュルート既

設処分場が２００８年に満杯となり閉鎖された後にはウェストピッカーは新設するナラギンエンゲ

ル新処分場で引続き有価物の回収を行うことが想定されるが、新処分場においては、これらウェス

トピッカーと共存する衛生埋立方法を指導訓練する。 

また自然環境省に承認された EIA では、施設の運営にあたって、環境モニタリングを実施するこ

とならびにその基準が記載されているため、「モ」国側実施機関はこれを確実に実施する必要があ

る。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

• 予測を大幅に超える急激な人口の増加がない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

• 特になし 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

モンゴル国ウランバートル市中心 7区におけるゴミ収集率及び最終処分方法 

 現状 目標年（2010 年） 

人口比ごみ収集率 

アパート地区 

ゲル地区 

 

100％ 

42％ 

 

100％ 

80％ 

最終処分方法 オープンダンプ 衛生埋立 

 

（１） その他の成果指標 

なし 

 

（２） 評価のタイミング 

2010 年以降（計画目標年） 
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【資料－６：参考資料／入手資料リスト】 

調査名 ： モンゴル国ウランバートル市廃棄物管理改善計画 基本設計調査 

      

番

号 
名称 

形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル・コピー 発行機関 発行年 

1 市長命令第 445 号（ＣＭＰＵＡ設立書） 書面 コピー ウランバートル市 2006 年 

2 市長命令第 594 号（廃棄物サービス基金設立書） 書面 コピー ウランバートル市 2006 年 

3 ゲル地区ゴミ収集率調査結果 エクセルシート コピー ＢＤ調査団 2006 年 

4           

5           

6           

7           

8           

9           

10           
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【１．市長命令第 445号】 
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CAPITAL CITY MAYOR 

ORDER 
 
 

Date: 13 September 2006   No 445   Ulaanbaatar city 
 

Establishment of City Maintenance and Public Utilities Agency 
 

With reference to the Article 28.1 and 28.3 of the “Law on Administration, Territorial 
Division, and its Management”, and Article 5 of the Government Resolution No 15, the Mayor orders 
the following: 
 

One. In connection with the establishment of new organizational structure, approve the 
establishment of the City Maintenance and Public Utilities Agency1 from September 15, 2006, which 
be responsible to conduct works related to the maintaining the city’s public area, to implement waste 
management, to unify and organize operations of city maintenance and cleaning organizations, and to 
carry out timely cleaning works under Ulaanbaatar city Mayor. 
 

Two. Appoint Mr. Tsegmid Bold as a director of the City Maintenance and Public Utilities 
Agency from September 15, 2006.  
 

Three. The City Maintenance and Public Utilities Agency shall have 3 bureaus2, waste service 
fund, and the number of staff shall not exceed 45 persons (out of which 3 is management staff). The 
Emergency team that will deal with waste, snow and ice shall operate on the contract basis under the 
City Maintenance and Public Utilities Agency.  
 

Four. In connection with the establishment of the City Maintenance and Public Utilities 
Agency, oblige the Agency /Ts.Bold/ to draft and approve its Agency’s regulation and to make 
performance contract with the budget general chief.   
 

Five. Oblige the Finance, Economy and Treasury Division /D.Ganbold/, Governor’s Office, 
Capital City Government to make budget coordination of the required financial resource for the 
operation of the City Maintenance and Public Utilities Agency, and oblige Capital City Property 
Relations Department /M.Tserendorj/, to provide office and garage space as well as make a contract 
with the Agency’s authorities to set a salary scheme.  
 

Six. Oblige the Mayor’s Office of the Ulaanbaatar City Government /G.Munkhbayar/ to 
support and provide with professional and methodological guidelines the City Maintenance and Public 
Utilities Agency.  
 

CAPITAL CITY GOVERNOR AND  
ULAANBAATAR CITY MAYOR /signed and stamped/ 

TS.BATBAYAR 
 

                                                           
1 Agency is Department  
2 Bureau is Division  
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【２．市長命令第 594号】 
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CAPITAL CITY MAYOR 
ORDER 

 
 
Date: 30 November 2006   No 594    Ulaanbaatar 
city 

 
 
 

Establishment of Waste Service Fund  
 
 

With reference to the Article 28.1 and 28.3 of the “Law on Administration, Territorial 
Division, and its Management”, and the Article 21.1 of the “Law on Household and Industrial 
Waste”, and the Decree 248 of the “Approval of the Waste Service Fund Regulation” issued 
by the Presidium of the Capital Citizen’s Representatives, the Mayor ORDERS the following: 
 

One. Establish the capital waste service fund at the Mayor’s Office of MUB, and 
districts’ waste service fund at District’s Governments.  
 

Two. Oblige the Ulaanbaatar City General Manager /G.Munkhbayar/ and District 
Governors to prepare necessary measurers for the organization of the Waste Service Fund 
according to the approved Regulation, and to start the operation of the Fund from 1 January 
2007, and to ensure the monitoring.  
 
 
 
 
 

CAPITAL CITY GOVERNOR AND  
ULAANBAATAR CITY MAYOR /signed and stamped/ 

TS.BATBAYAR 
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【３．Khoroo収集率調査結果】 

Number of residents Number of
households

Number of
households
pay waste

fee

Fee
collection

rate

DISTRICT Khoroo No. Type Population people households households %
Bayangol 1 Apartment 8,561

2 Apartment 5,437

3 Apartment 8,872

4 Apartment 10,596

5 Apartment 7,390

6 Apartment 9,047

7 Apartment 7,913

8 Apartment 7,447

9 Ger/Apart 10,469 9,000 2,000 200 10%

10 Ger 9,714 11,988 3,119 3,000 96%

11 Ger 9,807 4,621 1,263 140 11%
12 Apartment 10,649

13 Apartment 6,125

14 Apartment 5,902

15 Apartment 5,735

16 Ger 5,853 5,480 1,400 275 20%
17 Apartment 5,581

18 Apartment 8,568

19 Apartment 7,112

20 Apartment 2,784

BGD total 31,089 7,782 3,615 46%
Bayanzurkh 1 Apartment 5,765

2 Ger 22,963 23,898 5,690 2,059 36%
3 Apartment 4,909

4 Apartment 9,250

5 Ger/Apartment 11,684 9,819 2,338 1,181 51%
6 Apartment/Gel 7,801 214 210 178 85%
7 Apartment 8,024

8 Ger 9,746 6,946 1,654 1,323 80%
9 Ger 8,297 9,400 2,350 776 33%

10 Ger 10,860 13,318 3,171 1,484 47%
11 Ger 3,459 3,604 950 0 0%

12 Ger 8,957 9,710 2,312 1,849 80%
13 Ger 7,462 8,689 2,069 1,758 85%
14 Ger 6,657 8,589 2,045 1,630 80%
15 Apartment 5,253

16 Apartment/Gel 11,401 546 130 124 95%
17 Ger 8,260 8,164 1,944 816 42%
18 Apartment 7,924

19 Ger 8,954 12,184 2,901 1,421 49%
20 Ger 5,198 3,200 800 320 40%

BZD Total 28,564 14,919 52%

Survey Result

Basic Data
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Number of residents Number of
households

Number of
households
pay waste

fee

Fee
collection

rate

DISTRICT Khoroo No. Type Population people households households %

Songinokhai 1 Ger 12,785 14,943 3,745 1,498 40%
rkhan 2 Ger 4,649 5,052 1,052 600 57%

3 Ger 9,389 11,057 2,250 900 40%
4 Ger 8,160 10,240 2,016 705 35%
5 Ger 9,629 10,515 2,332 785 34%
6 Ger 13,100 14,849 3,295 1,318 40%
7 Ger 11,179 14,666 3,177 1,270 40%
8 Ger 6,964 7,608 1,482 592 40%
9 Ger 11,815 14,092 3,423 1,540 45%
10 Ger 10,201 11,228 2,240 784 35%

11 Ger 12,552 10,566 2,384 476 20%
12 Apartment 6,305

13 Apartment 6,938

14 Apartment 7,023

15 Apartment 6,864

16 Apartment 6,694

17 Ger 7,204 1,328 332 0 0%
18 Apartment 9,237

19 Apartment 9,527

20 Ger 7,876 1,200 250 32 13%
21 Ger 4,062 4,062 800 0 0%

SkhD 28,778 10,500 36%
Sukhbaatar 1 Apartment 3,329

2 Apartment 5,262

3 Apartment 5,419

4 Apartment 3,786

5 Apartment 4,744

6 Apartment 4,624

7 Apartment 7,054

8 Apartment 9,037

9 Ger 9,360 10,134 2,040 600 29%
10 Apartment 7,429

11 Ger 9,658 10,004 2,055 700 34%
12 Ger 5,910 6,381 1,512 900 60%
13 Ger 6,458 6,480 2,050 200 10%
14 Ger 5,167 5,770 1,340 550 41%
15 Ger 9,672 11,640 2,860 1,716 60%
16 Ger 9,258 11,311 2,914 500 17%

SBD 14,771 5,166 35%

Survey Result

Basic Data

 



 - 78 -

Number of residents Number of
households

Number of
households
pay waste

fee

Fee
collection

rate

DISTRICT Khoroo No. Type Population people households households %

Khan-Uul 1 Apartment 7,605

2 Apartment 7,630

3 Apartment 6,795

4 Ger 5,803 6,110 1,390 510 37%

5 Ger 5,709 5,721 1,163 233 20%
6 Ger 6,655 6,825 1,546 390 25%
7 Ger 5,023 4,900 1,300 322 25%
8 Ger 7,541 8,060 2,010 950 47%

9 Ger 10,251 10,355 2,946 487 17%
10 Ger 4,990 5,419 1,439 234 16%
11 Ger 4,030 1,304 145 75 52%

12 Ger/Apart 4,719 3,736 888 400 45%

13 Ger 2,778 2,873 618 301 49%

14 Ger 1,611 1,729 512 0 0%

KhU 13,957 3,902 28%
Chingeltei 1 Apartment 4,561

2 Apartment 3,700

3 Apartment 4,587

4 Apartment 5,005

5 Apartment 4,782

6 Apartment 5,381

7 Ger 8,900 11,300 2,501 875 35%
8 Ger 5,588 5,743 1,250 860 69%
9 Ger 6,666 7,280 1,616 441 27%
10 Ger 6,404 6,998 1,392 875 63%
11 Ger 6,300 6,575 1,375 825 60%
12 Ger 9,167 10,315 2,035 814 40%
13 Ger 7,314 7,908 1,800 980 54%
14 Ger 7,136 7,368 1,665 666 40%
15 Ger 8,065 8,640 1,627 769 47%
16 Ger 8,645 9,032 1,900 1,330 70%
17 Ger 8,400 10,000 2,323 1,161 50%
18 Ger 11,882 14,000 3,081 1,540 50%

CTD 22,565 11,136 49%
Nalaikh 1 Ger 5,807 6,855 1,715 686 40%

2 Apartment 6,820

3 Ger 4,120 4,277 1,025 205 20%
4 Ger 4,453 4,567 1,064 425 40%
5 Ger 2,500 596 233 93 40%
6 Ger 987 987 200 0 0%

ND 4,237 1,409 33%

553,058 237,071 99,885 42%

Survey Result

Basic Data

Total Average  
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